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安全祈願集会（5／7）      
  毎朝の登校の見守り等でお世話になっている安全 

守り隊の皆様にお集まりいただき、安全祈願集会を 

行いました。 

安全守り隊の皆様には、今年も安全な登校や心温 

まる存在として子どもたちの学びと育ちを支えてい 

ただきます。どうぞよろしくお願いします。 

 児童の皆さん、毎朝皆さんのために活動してくだ 

さっている安全守り隊の皆様に大きな声で気持ちの 

よいあいさつをしてください。そして、明るく元気 

に登校しましょう。                    ［集会後の記念撮影］ 

                       

交通安全教室（5／14）  

警察の方や交通指導員の皆様にご協力をいただき 

交通安全教室を行いました。 

全体会で警察の方より｢歩道の右側を歩く｣｢飛び 

出さない｣｢信号を守る｣等安全な歩き方についての 

具体的なお話をしていただいた後、通学班毎に実際に文京区内の通学路を歩きました。交通ルー

ルを守ることの大切さを再確認する機会となりました。ご家庭でも交通安全について話題にして

いただき、再度安全な歩行等の確認をお願いします。 

     

PTA一般救急救命講習（5／19） 
西部消防署の皆様を講師にお招きし、一般救急救 

命講習会を行いました。本校職員とともに保護者の 

方にもご参加いただき、胸骨圧迫や AEDの使い方等 

について学びました。実際の場面を想定し、役割を 

交代しながら繰り返し真剣に取り組みました。 

 

JRC登録式（5／21） ～気づき、考え、実行する～ 
JRC登録式を行いました。児童会本部が中心とな 

り、JRCの大切な心｢気づき、考え、実行する｣を分 

かりやすく劇で伝えた後、１年生にバッジを贈りま 

した。そして、1年生も JRCの仲間となりました。 

｢困っている友達に声をかける｣｢地域の人にあい 

さつをする｣等一人一人の小さな行動が学校や地域を明るくしていきます。登録式をきっかけに子

どもたちが｢やさしさのリーダー｣として活躍してくれることを期待しています。 



月 （水無月）
安全点検日
生徒指導・特別支援会議②

ALT(AM)

ALT
結団式（団活動）

専門委員会③
ALT
少年の日（早朝美化活動）

集金日②

県小学生陸上記録会

校内研修③

ALT(AM)
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群大付属小公開授業
修学旅行　ALT
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職員会議⑤
発育測定～水泳授業①②
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心臓検診１・４年
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水泳授業③④⑤⑥

代表委員会
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PTA環境整備活動作業（5／25） 
PTA本部役員、保体委員の皆さんにお世話になり、環境整 

備作業を行いました。日頃、子どもたちが掃除できない草刈 

りを行っていただき、中庭やあいさつ坂周辺がとてもきれい 

になりました。お忙しい中、たいへんお世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談実施（5／11～12） 
今年度より全校を対象とした教育相談期間を設け、保護者 

と担任との顔合わせや情報交換の機会としました。保護者の 

皆様には、ゴールデンウィーク明けのお忙しい中、ご来校い 

ただき、ありがとうございました。今後も子どもたちの学び 

と育ちを支えるよりよい支援に向け、ご家庭との連携強化を 

図っていきたいと思います。よろしくお願いします。 
 
学校エージェンシーを発揮する 

授業改善プロジェクト参加 
今年度、本校は県教委より「学校エージェンシーを発揮す 

る授業改善プロジェクト」の指定を受け、子どもと教職員一 

人一人がエージェンシーを発揮する学校づくりに取り組んで 

います。県では、エージェンシーとは「人が誰しも生まれな 

がらにもっている自分と社会をよりよくしようと願い、自ら 

考え、判断し、行動する意志の力」としています。 

 予測困難で変化の激しい社会において、一人一人が主体性 

をもち、自ら学び続け、他者と協働しながら行動できるよう、 

教師が「～させる」授業から子どもたちが「～する」授業へ 

変換していかなければなりません。そこで、県教委や吾妻教 

育事務所の指導主事より伴走支援を受けながら、子どもたち 

が「～する」授業に向け、授業改善を図っていきます。そし 

て、子どもたちがエージェンシーを発揮できる授業を行うた 

めには、私たち教職員がエージェンシーを発揮することが欠 

かせません。互いの授業を見合い、検討しながら、授業改善 

を図ることを通して、子どもと教職員一人一人がエージェン 

シーを発揮する学校づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

       〔ブロック別や全体会の研修の様子］ 


